
２ 工業用水道事業会計

経済建設委員会資料

令和4年3月8日提出

公営企業会計

令和４年度 当初予算について
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 第2の財布

資本的収支

（投資費用）

 第１の財布

収益的収支

（維持管理費用）

内部留保資金等

（貯金）

 第3の財布

公営企業会計予算の仕組み
※３つの財布について
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赤字
補てん

純利益

不足分
補てん

Or

ある程度余裕がないと
安定した経営ができない
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令和４年度当初予算の説明
２ 工業用水道事業会計
2－1 工業用水道事業の推移

○契約件数、年間契約水量、年間総給水量の推移
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H２９ H３０ R元 R２ R3見込 R4当初

年間契約水量 年間総給水量 契約件数（件） （m3）

※予算の総給水量は、契約水量で見込む



1,482 
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3,661 

1,182 

180 
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1,382 

支出

収入

料金収入 その他収入

他会計補助金

（単位：万円）

動力・薬品費

人件費 その他費用

減価償却費

収入合計 5,653万円

支出合計 5,536万円

差 引 117万円

純利益 0円
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令和４年度当初予算の説明
２ 工業用水道事業会計
2－2 収益的収支：第1の財布（税込）※予算書ベース

※工業用水道事業は、昭和45年に石炭産業の衰退に対する地域経済の活性化のために市の政策
として開始した事業であるため、事業運営に不足する金額は一般会計（市長部局）が負担する
こととなっている。

長期前受金戻入
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令和４年度当初予算の説明
２ 工業用水道事業会計
2－3 収益的収支の対前年度比較

予算費目 R4予算 R3予算 増減 備考

収入合計 56,529 60,592 △4,063

料金収入 4,300 5,625 △1,325 契約水量の減

他会計補助金 36,615 38,280 △1,665

その他収入 1,797 922 875

長期前受金戻入 13,817 15,765 △1,948

支出合計 55,356 60,183 △4,827

人件費 14,819 15,150 △331

動力・薬品費 1,536 1,562 △26

その他費用 11,817 14,602 △2,785

減価償却費 27,184 28,869 △1,685

（単位：千円）



1,291

0
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0

支

出

収

入

（単位：万円）

予備費

浄配水施設整備事業費

収入合計 0円

支出合計 1,391万円

差 引 △1,391万円
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令和４年度当初予算の説明
２ 工業用水道事業会計
2－4 資本的収支：第2の財布（税込）

内部留保資金等：第3の財布から補てん
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令和４年度当初予算の説明
２ 工業用水道事業会計
2－5 資本的収支の対前年度比較

予算費目 R4予算 R3予算 増減 備考

収入合計 0 0 0

他会計補助金 0 0 0

支出合計 13,910 5,500 8,410

改良事業費 0 4,500 △4,500

浄配水施設整備事業費 12,910 0 12,910 津原導水管更新事業

予備費 1,000 1,000 0

（単位：千円）



1,230 

1,985 

2,952 

2,416 

3,292 3,355 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

8

令和４年度当初予算の説明
２ 工業用水道事業会計
2－6 内部留保資金等（第3の財布）の推移

年度 H29 Ｈ30 R元 Ｒ2 R3見込 R4当初

内部留保
資金等

収益的収支 491 373 390 485 0 0

資本的収支
(建設改良積
立金含む)

739 1,612 2,562 1,931 3,292 3,355

（単位：万円）
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令和４年度当初予算の説明
２ 工業用水道事業会計
2－7 令和4年度の主な事業

《収益的収支》
・久保白ダム管理費負担金 746万円

《資本的収支》
・津原導水管更新実施設計業務委託にかかる工水負担分

1,291万円


